
語り手

「ぼくらの甲子園！熱闘編」の開発と運用を一手に担う 2013 年新卒のプログラマーでダンゲ

ルという男がいます。ダンゲルって、すごく変なアダ名ですよね。何故こんな奇妙なアダ名

がついたのか…話は、彼がチームに配属されて間もない頃にさかのぼります。彼はシステム

を修正している際、アラートを無視してしまうミスをしてしまいました。その時、彼が見

逃したアラートが、DANGER（デンジャー）でした。この事件がきっかけで、佐藤くん

には「DANGER」のスペルをローマ字読みした「ダンゲル」というアダ名が付きました。

たった1度の、しかも初めてのミスがアダ名になるなんて…随分とひどい話です。

でも彼は、そのアダ名を受け入れました。そこからのダンゲルの成長はすごかった。

複雑なシステムの構造を解析して理解する。慎重にテストを重ねる。先回りしてメ

ンバーとコミュニケーションをとる。安定運用は 1ヶ月、2ヶ月、3ヶ月と続き、

さらに、彼はディレクターのタスクである売上の分析まで積極的にやるようにな

りました。いまやダンゲルは甲子園チームに欠かせない存在です。かつて「危なっ

かしい男」と揶揄された男は、とても信頼できる安全なプログラマーに成長し

ました。

いっそアダ名を Safety（セーフティー）に改めた方がいいのでは…。こんな新

人と一緒に働けることが嬉しくてたまりません。僕も負けてられません。

2013 年に名前を変えた「Lobi」は、ネット

を使って複数人とメッセージのやりとりができ

るスマホアプリです。2014 年 1 月には、ス

マホゲームのプレイ画面を、遊んでいる人の声

や顔も含めて録画できる「Lobi REC SDK」

というシステムを日本で初めて開発しました。

このシステムは、TVCMでもおなじみの大人

気ゲームにも導入していただいております。今

後とも Lobi にどうぞご期待ください！

ネット上で友達と協力しながら遊ぶソーシャル

ゲーム事業部で、長年熱いのが「ぼくらの甲子

園！シリーズ」です。累計で 300 万人が遊ぶ

大人気野球ゲーム。最新作『ぼくらの甲子園！

ポケット』もこの夏登場予定！プレイヤーは高

校球児となり、プレイヤー同士でチームを組み、

2週間に 1度開催される甲子園出場、そして優

勝をめざします。勝利のカギはチームワーク。

シリーズが変わっても、引き続き遊んでくださ

る方もいるので、その期待に応えていきます！

クライアントワークチームでは、ほかの企業さ

んのキャンペーンやサイトやスマホアプリの制

作を請負っています。ここ１年での仕事で、最

も多くの人に遊んでもらえたのは「祝っていい

とも !」です。『笑っていいとも !』が最終回を

迎えた3月31日限定で、Yahoo!のトップペー

ジ（yahoo.co.jp）に設置した「いいとも !」

ボタンをみんなで押してお祝いするこの企画。

なんと約 530 万人に遊んでいただきました！

人事チームでは、入社希望者と面接をしたり、

社内制度や評価システムや採用キャンペーンを

つくっています。2014 年 1 月には、秋葉原

の大きなイベント会場を 1日貸しきって「１社

だけの合同説明会」を開催。デザイナーの「デ

ザイナーブース」、新卒社員の「新卒ブース」、

外国人社員の「外国人ブース」など、カヤック

社員一人ひとりがブースを持ち、自分たちの仕

事を紹介する企画で、たくさんの学生、社会人

に来ていただけました！

ふじさわ しん

藤澤 伸（HTMLファイ部）
2013年新卒メンバーのエンジニア。多数の仕

事に積極的に顔を出し、存在感と信頼を獲得。

つくることへの情熱を背中で見せ続けています。

姫ヒャクチーム
スマホアプリ『姫騎士と最後の百竜戦争』チー

ム。追い込まれながらも、チーム一丸となって

立ち上がり、サービスを世に出しました。

BiS に JKが正式加入 !!
世界的ファッションデザイナーのコシノジュンコ

さんが、破天荒アイドルグループに入るという

ニュースは、ネット上を駆け巡りました。

貞子3D2・スマ４D
映画館の中でスマホを使うという前代未聞の試

みに、日本中が震撼。『貞子 3D2』は DVD で

も発売され、そちらでもアプリを楽しめます。
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あちこちで叱られて、パソコンはいつもブンブンと音を上げていて、この人は仕事ができ

ないのか !? と本当に思っていました。さらに、今でもたまに送られてくる遅刻メールの理

由が本当にしょうもない。

「出がけにガラスのコップ割ってしまい片付けてたゆえに遅刻します。」

「開かずの踏切に捕まりました。遅刻します。」

などなど。でも、最近僕は、三好拓朗さんみたいなディレクターになりたい！と心から思ってい

ます！！三好さんはカヤックイチ「愛」のあるディレクターです。クライアントにいつも全力で立

ち向かいます。三好さんが指揮をとるチームのメンバーは、その姿勢に心打たれてなのか、みんな

全力で取り組んでいます。ある仕事では、制作陣に過酷な仕事を強いることになったにも関わらず、

何故かみんな「楽しかった」と答えていたのを今でも覚えています。

三好さんの決めゼリフは「企画が好物です！」。それは「企画」という技を使って、どれだけお客さん

を HAPPY にできるかということを、本気で真摯に考えたい、ということだと思います。僕は今、三好さ

んと同じチームで働けて猛烈に嬉しいです。ありがとうございます！三好さんが苦手な部分は、僕が全部

巻き取るので、三好さん、最高のパフォーマンスを出してください！バッチリ目標達成できるように、頑張

りましょう。よろしくお願いします！！

あれは、避難訓練の日のことでした。避難訓練が終わり、

オフィスに戻ってくると、佐藤太紀くんがアイスを片

手に持ったままウロウロと歩き回っていました。何を

しているのか聞いてみると、避難訓練の帰りにアイス

を買って帰ってきたものの、この後に技術部の定例会

議があるらしく、食べかけのアイスのもらい手を探し

ている、とのことでした。

先輩社員たちの前で、アイスを食べながら会議に参加

する訳にはいかないと思ったそうです。佐藤くんは

真面目です。お腹がいっぱいだったので、僕は断っ

てしまいましたが、佐藤くんは根気よくいろんな人

に聞いて周り、ついにアイスを譲る相手が見つかっ

たようで、颯爽と技術部の定例会議に向かいました。

僕は、そんな佐藤くんのことを真面目でいいヤツだ

なぁと思いました。ちなみにその 10 分後、佐藤太

紀くんから「会議室でみんなアイス食ってやが

る！！」との報告がはいりました。

「はい、ありがとうございます！」。それが彼女の口癖だ。

「ぼくらの甲子園！」チームで活躍する 2013 年新卒の

デザイナーである。

去年の秋、彼女は中国人デザイナーのヒョウさんと 2人で 3

つの仕事を同時にすることになった。新卒デザイナーに対し

ては荷が重い。しかし自分の仕事をこなしながら、ヒョウさん

に対して日本語メールの書き方から、日本特有の文化や文脈、デ

ザインのニュアンスを丁寧に教える姿を毎日見るようになった。

責任感や義務感を感じさせず、それを自然にできてしまうというのは、

基本的に他人に対する愛情やリスペクトがある性格の現れだと思う。

そして、どんなにスケジュールが押していても、ざっくりとした指示

や注文に対しても、必ず最後に「はい、ありがとうございます！」と言っ

てくれる。彼女から、不平不満や弱音を聞いたことがない。

「はい、ありがとうございます！」という彼女の言葉を聞く度に、こちらも

仕事に対する姿勢を正されるような気持ちになるのである。

2013 年新卒で入社して以来ずっと、スマホアプリ「冒険クイ

ズキングダム」通称クイキンのデザイナーとして活動している

横山さん。自分で手を動かしてデザインするのはもちろん、外

部パートナーのデザイナーさんのマネジメントも行っていま

す。そのキャラクターに対する愛情、プロデュース力はと

にかくスゴイ！！

以前、クイキンがつけ麺博覧会とコラボレーションして、

店主が登場するイベントを実施しました。僕は店主の

キャラは色違いで同じデザインのものを使えばいいか

と思っていましたが、なんと横山さんは 24 店舗の店

主の特徴をとらえたキャラを制作！！

ほかにも、プロレスキャラを色違いで 7体追加し

た時、それぞれのキャラに僕が名前をつけたとこ

ろ、さらにその名前に合うように、キャラをもう

一度デザインし直すほど情熱を込めています。

横山さんからキャラのデザインが仕上がってく

る度に、名前や設定を考えるのがとても楽し

いです。これからも一緒に良いものをつくっ

ていきたいと思います。

みよしたくろう

三好拓朗のエピソード
（2010年入社）

さとうひろき

佐藤太紀のエピソード
（2011年入社）

たかはしはるみ

高橋春美のエピソード
（2013年入社）

よこやまちひろ

横山千裕のエピソード
（2013年入社）

さとうもとき

佐藤基起のエピソード
（2013年入社）

キャラへの愛がスゴイ

彼女の口癖

カヤックアワード

いでぬましょうた

出沼翔太
(2011年入社)

きみづかふみたか

君塚史高
(2011年入社)

ごとうひろゆき

後藤裕之
(2011年入社)

わたひきけいた

綿引啓太
(2010年入社)

なめた態度で
会議に出る社員

「Lobi 神ゲーアワー
ド 2014 夏」という
最高のゲームアプリ
を真のゲーマーが決
める賞も開催！

Android ケ ー タ イ、
iPhone をお持ちの
方は、今すぐダウン
ロード！１日５分で
甲子園をめざせ！

530 万 人 は、東 京
ドーム 115 個分の収
容人数に匹敵！忘れ
られない仕事になり
ました！

ちょっとしたお祭り
感覚で、社員も楽し
そうでした！また開
催したら、ぜひお越
しください！

カヤックには、「スマイル給」という制度があります。これは毎月、社員全員がランダムでペアを組

んで、お互いに長所をコメントし、それが相手に届くというものです。仕事の喜びは、お金で測れ

るものだけじゃない。お金に換えられない報酬もあるということを伝える試みです。今回、「カゾック」

をお届けした、私たちカヤック社員一人ひとりの大切な人への「スマイル給」をお贈りします。

愛のある
　ディレクター

第3号
面白法人カヤックの社員一人ひとりを、いつも支えてくださり、ありがとうございます。
「KAZOC（カゾック）」は、カヤック社員一人ひとりの大切な方に向けた “おたより” です。

危険な男ダンゲル

半年に1度、人やチームや仕事を表彰しています。

語り手
語り手

語り手

きじままさし

來島政史
(2011年入社)

語り手

http://www.kayac.com
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　1年ぶりのKAZOC第3号です。まずはあらためて感謝を申し上げます。この1年カヤックが無事過ごせたのは、カヤック社員の日々

をサポートしてくれた皆さまのおかげです。心から感謝申し上げます。ありがとうございます！

　2013 年は無事黒字化して終えることができました。ありがとうございます。2014 年は、第 1、第 2四半期が投資、第 3，第 4

四半期で大きく成長させるという計画を立て、それに向かっていま頑張っているところです。僕らの事業領域である IT 業界は本当に変

化が早く、毎週戦略を変更せざるを得ないといっても過言じゃないくらいのスピード感ですが、それでも「面白法人」の名にふさわし

いように、良い仲間と楽しく働くことができていることにとても感謝しています。

　皆さまの大事な人を、カヤックの仲間として引き受けているうえで、僕ら経営陣が、ひとつ大事にしていることがあります。それは、

カヤックに入って「ポジティブになった」あるいは「自信がついた」となるように応援するということです。

　カヤックは、入社すれば一生安泰、終身雇用という会社ではありません。また世の中そのものも、すでにそういう時代ではないのだ

と思っています。現在のカヤック社員は約 200 人ですが、過去にカヤックを卒業した人が 400 人以上います。卒業した人の中には、

元カヤックの仲間のネットワークを生かして独立しているメンバーも増えてきました。僕らの価値観を押しつけるつもりはありません

が、これはうれしいことです。そして、カヤックに在籍している間は、できるだけ本人の意志を尊重し、全員が仲間の良いところを褒

めあうような会社にしたいと思っています。もちろん時には厳しいことも言える仲間で。「カヤックに入って、うちの息子がうちの娘が、

うちの夫がうちの妻が、元気になった。自信がついた。」と感じてもらえたら、とてもうれしいです。そのために僕らは頑張ります。そ

して、みなさんも僕らの仲間を応援してあげてください！家族の無条件な応援ほど心強いものはありません。引き続きよろしくお願い

いたします！ありがとうございます！

代表取締役　柳澤 大輔　貝畑 政徳　久場 智喜
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2014年 4月1日。ウソみたいにめずらしく朝早く出社した。誰もいないオフィスって何だ

か不思議だなぁと思うと、廊下から足音が聞こえた。この４月からプロデューサーになった

オペロンこと北川尚宏は、扉を力強くあけてオフィスに出社。どうやら、早朝にやらなけ

ればならない仕事があったため、その対応で、いつもより2時間以上早く起きたようだ。

しかし、眠いそぶりは見せず、窓から入ってきた太陽に照らされながら凛々しい表情

で入ってきた。北川は小さな紙包みを２つ持っていた。そしてとくに聞いてもいない

のに、うれしそうにしゃべり始めた。

「ふんどし買ってきたんすよ。カヌー、今日から２年目なので、もう１回気持ちを

引き締めろよっていう意味でね ( 笑 )」

カヌーは、北川のチームのディレクター高田一史。

「あと、マナベには名刺入れを贈ろうと思うんす」

マナベこと眞鍋あずさも、北川のチームで、インターンで働いていて、晴

れて新卒入社１日目をむかえた。「カヤックってどんな会社なの？」とよ

く聞かれるが、いまだに何と答えていいのかわからない。だけど、「カヤッ

クには、どんな社員がいるのか？」それなら、答えられそうだ。いい

会社とは、いい仲間のいる会社のことを言うのだろう。そしてこの会

社の最高の福利厚生は他のどこの会社にもいない「仲間」なんだろ

うなと思った。

今年の 2月にカヤックに入ったヤギタイこと八木原泰斗を自慢させてください。ヤギタイと

僕は大学時代からの付き合いで、もうそろそろ出会って 10年になります。年齢は僕のほうが

2つ上ですが、先輩後輩を超えた「友人」であり、毎年一緒にフジロックという音楽フェスに行っ

ては飲んだくれたり、定期的に集まっては広告や仕事論について熱く語る仲でした。前の職場で

のヤギタイは、イベントチームのエースとして、有名な企業の新規プロモーションをガンガン回し

ていました。

時を同じくして、カヤックのクライアントワークチームでは、デジタルテクノロジーをリアルイベン

トと組み合わせた仕事が増えてきていました。ここにヤギタイのイベントスキルが加わったら、スゴ

い化学反応が生まれるんじゃないかとワクワクしてヤギタイをカヤックに誘ったのです。

「ヤギタイぐらいイベントができる人間は世の中に 1000 人もいない。そのヤギタイがWeb でもトップ

クラスで突き抜けたら100万人に1人の存在になると思う。30歳で100万人に1人になれたら無敵じゃ

ない？」

こんなことを伝えて口説きました。その勧誘のかいもあって (?)、ヤギタイはカヤックに入社。半年も経たな

いうちに「クライアントワークチームで最も稼ぐ男」として不動の地位を獲得しました。この先さらに、ヤギ

タイにしか出来ないクリエイティブが生まれると思います。この調子で進化を続けると、この先どこまで伸び

ていくのか !? を考えるとめちゃくちゃワクワクします。今後も今の自分に満足することなく、謙虚さ、素直さ

を忘れず、常に変化し続けてください。僕も変化し続けます。

1年くらい前の甲子園チーム。毎日のようにディレクターの叱咤

が飛ぶ。矛先は同じチームの外国人新卒のデザイナー、ヒョウさ

ん。2012 年新卒・秋入社として入社したメンバーで、入社時か

らずっと同じチームで仕事をしている。当時はまだ日本語でうま

くコミュニケーションをとることもできず、ディレクターからデ

ザインについてダメだしを受けることも多かった。

外国人だから、あるいは新卒だからといって、叱咤に手加減はない。

もちろん、それには「日本人の優秀なデザイナーたちの中でも活躍

できる存在になってほしい」というディレクターの思いもこもって

いた。とはいえ、正直きついときもあったと思う。長く続くシリー

ズものの野球ゲームのチームに、途中から参加するという状況では、

僕の知らないところでも、色々と大変なこともあっただろう。

でも、ヒョウさんはそんな時期を乗り越えて、今ではゲーム 2本分

のデザインを担当している。自発的にデザインの改善案も提案できる

ようになり、日本語も、自身の仕事の引き継ぎのために、アルバイト

の方に指導できるレベルまで上達している。入社当初から同じチーム

で働いている自分から見て、その変化は一目瞭然。変化することをよ

しとするカヤックにおいてはなおさら「俺も負けてられないな」と感

じずにはいられません。お互い、チームを、会社を、もっと盛り上げ

ていけるように変化して進化していきましょう！

カヤックを代表するゲームアプリ「姫騎士と最後の百竜戦争」通称、

姫ヒャク。その制作チームには、凄腕のプロジェクトマネージャー

がいます。栫井琴絵さん。姫ヒャクの改修、運用のスケジュール管

理、進行を一人でこなしています。姫ヒャクはリリース当時、ま

だ開発不十分で運用も定まらない状態で、ミスもあり様々な業務

も重なり、グダグダな状況でした。

そんな状況の中、栫井さんがチームに入りました。テスト手順書

や施策概要書を整理して取り組み、既存の問題をすばやく解決

してくれました。さらに、お菓子の差し入れや、お昼の出前注

文など、チームのモチベーションも管理し、気がつくと、姫ヒャ

クチームはほとんどミスがなく、安定した運用をできるように

なりました。数々の手段でマネジメントを行う栫井さんです

が、その中でとても驚いた出来事があります。

「みなさん、緊急事態です！！！」

突然、チーム全体に聞こえる大声で呼びかける栫井さん。何

事かと思い、全員が栫井さんの方を向き、次の言葉を待つ。

「…チームテストの時間です」

それは、ゲームのテストをチームでやるチームテストをメ

ンバーが軽視している点が、問題に上がっていた時のこと

です。普段の優しい雰囲気からはまったく想像できない

パワフルな声に、チーム全員が驚き、気を引き締めました。

栫井さんは、強引な巻き込み力がある台詞で、問題を鮮

やかに解決したのです。今の姫ヒャクチームがあるのも、

栫井さんのおかげです。いつもありがとうございます。

３ヶ月間つづいたプロモーション企画で、最後に開催した

ライブイベント当日。ディレクターを務める入社半年のディ

レクター橘俊明。「おい、昨日はちゃんと寝れたか？」朝、

ぼくがその男に問いかけると「あまり寝れませんでした！」。

…おいおい、大丈夫か。それもそのはず、この日を迎えるまで

に、イベントに参加するタレントさんが急遽出演できないこと

になるなど、様々な障害があった。幸い何とか出演を承諾いた

だき、イベント当日を迎えた。

しかし、イベントがスタートしてすぐにアクシデントが。アーティ

ストさんが 3曲目に歌うはずの曲をいきなり 1曲目に歌ってしま

うという事態が発生。ですが、橘は機転を利かせ、的確に指示を

出して、舞台に立つタレントさんや司会者さんにカンペを出して、

乗り越える。結果、イベントは大盛況に終わった。打ち上げでも、

橘はクライアントさんから肩を組まれるほど仲良くなっていて、み

んなの中心にいた。

他人に厳しくするためには、その何倍も自分に厳しくしなければならな

い。だから、メンバーの日々の遅刻、怠慢に釘を刺すのは、本当に簡単

な事じゃないと思う。チームへの鼓舞も含めて、全員宛のメールに、敢

えて載せて放つその強く鋭い言葉は、その相手だけでなく、仲間たちか

らの目線も含めて、その何倍にもなって自分に返ってくる。そのリスク

を獲れる勇気のある人間だけが、そして組織の向上を強く願う人間だけ

が、放つことのできる諸刃の言葉だ。

遅刻が続く人間を叱責した翌日、資料制作が遅くまで続いた結果、自分

が遅刻してしまって会議に出席できなくなるという失態を犯してしまっ

たピンクこと岩田慎吾。そのときは本当に最悪な気持ちになったと思う。

放った矢が何倍にもなって自分に降りかかってくる恐怖は、それを放っ

たものしかわからないと思う。そのときは、やなさん（柳澤大輔）から

も厳しい言葉をもらって、反省しきりだったけど、ピンクがすごいのは

その後だ。

ピンクは怯むことなく、今もクライアントワークチームのメンバーを叱

責し、引っ張り続けている。手痛いミスを乗り越えてもなお叱咤し続け

るそのカヤックへの想いと勇気と仕事への自信は、確実にメンバーに伝

わり、業績の向上につながっている。イケてる 30 代、さらに飛躍を目

指すとともに、これからもチームのリーダーとして力を発揮していって

ください。微力ですが、力になりたいと思っています。そして、いつも

僕たちを引っ張ってくれてありがとう！
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眞鍋あずさのエピソード
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長谷川哲士
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石川智崇
(2012年入社)

きたがわなおひろ

北川尚宏
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佐藤基起
(2013年入社)
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津田柊太朗
(2013 年入社)

この男、
アドリブに強し
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俺も負けてられないないちばんの福利厚生は仲間だと思う

他人に忠告できる勇気

カヤックの財務状況を、これまでの推移と共にご覧ください。

やなさわだいすけ かいはたまさのり くばともよし

いわたしんご

岩田慎吾
(2008年入社)

語り手

語り手

語り手
創業から 2013 年度まで、売上高が順調に増加しています。2012 年度は、オフィスの横浜一本化などの積極的な投資による特別な損

失があり赤字となりましたが、2013 年度は、無事にその業態改革も成功し、黒字化しています。引き続き業績を伸ばせるよう全社員

で精進して参ります。
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緊急事態でした

http://www.kayac.com


